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9 左段下から7行目

基準には，白金-イリジウム合金製の国際キログラム

原器を使う．SI単位のキログラム(kg)は，大きなも
のの質量（体重など）に適する．小さなものにはグ
ラム(g)単位を使う．

SI単位はキログラム(kg)．大きなものの質量（体重な

ど）は kg のまま使えるが，小さなものにはグラム(g)
単位を使う．

9 右段上の写真説明
米国立標準技術研究所(NIST)にある米国のキログラ
ム原器

米国立標準技術研究所(NIST)にある米国のキログラム
原器．かつてキログラムの基準だったが，現在は使用さ
れない．

15 練習問題2・35 ① 45.48 cm × 8.057 cm ① 45.48 cm ＋ 8.057 cm

34 例題3・8 表3・9 のデータを使い， 表3・8 のデータを使い，

46 右段上から6行目
第5周期のMoとIを除けば第4周期の遷移元素で，体

内量は 0.5 g に届かず，

第3周期のSi，第5周期のMoとIを除くと第4周期の元素

で，Fe, Si, Zn以外の体内量は 0.5 g に届かず，

89 左段下から13行目 紙なら“連”（500 枚） 紙なら“連”（1000 枚）

89 訳注2 (追加)
2019年5月より，アボガドロ定数を厳密に6.022 140 76

mol
－1としてmol を定義することになった．

91 訳注3

モルは“アボガドロ数ありき”の話ではなく，“実
感しやすい質量になるよう1 mol を決めた”結果，ア

ボガドロ数が 6.022×10
23 になったと心得よう．

物質 1 mol は，質量がおよそ 1～1000 g となるため，
サイズの見当をつけやすい．

95 例題7・10
手順2：それぞれを，小さいほうの数値（Fe の

2.00）で割る．鉄はむろん 1.00 mol となり，

手順2：それぞれを，小さいほうの数値（C の2.00）で

割る．炭素はむろん 1.00 mol となり，

131 左段1行目

手順4：残る電子を使い，オクテットを完成させる．

単結合に電子4 個を使ったため，14 個が残る．6 個

(3 対)ずつ O 原子に，残る2 個(1 対)を S 原子に割

り振ると，O はオクテットになる．しかし S はオク
テットにならない．
    オゾン分子 O3 と同様に，つぎの共鳴構造が描け

る．

手順4：残る電子を使い，つぎのようにオクテットを完

成させる．手順 3 で結合に電子4 個を使ったため，14

個が残る．6 個(3 対)ずつ O 原子に，残る2 個(1 対)を

S 原子に割り振ると，O はオクテットになるが，S はオ
クテットにならない．
    そこでオゾン分子 O3 と同様に，一方の O 原子から

電子2 個(1 対)を供出すれば中心の S 原子もオクテット
となり，つぎの共鳴構造が描ける．

171 右段手順1 Ag
＋

(aq) ＋ NO
3－ Ag

＋
(aq) ＋ NO3

－

174 例題12・6 体積パーセント濃度の応用 質量パーセント濃度の応用

177 練習問題12・52 NiCl(aq) ＋ 2 NaOH(aq) NiCl2(aq) ＋ 2 NaOH(aq)

182 練習問題12・61
問い12・59の①と②で，凝固点と沸点はそれぞれ
何℃か．

問い12・59の①と②で凝固点はそれぞれ何℃か．また
②の沸点は何℃か．

205 練習問題14・8 H2O(aq)＋CH3COOH(aq) H2O(l)＋CH3COOH(aq)

264 解答12・61 ① 凝固点－41.5 ℃，沸点111.6 ℃ ① 凝固点－41.5 ℃
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